
［⽊之⼦⼩］学校（４）年 ふるさと教育・起業家教育の視点を取り⼊れた単元報告シート 作成者名【今岡 充】

２ 単元名 『⾺越恭平について調べよう』（全２４時間＝実施時期︓９⽉〜１２⽉）
３ 単元のねらい

４ 主な活動とふるさと井原の「もの」「ひと」「しごと（こと）」との出逢いの仕掛け、引き出された⼦どもの姿

郷⼟の偉⼈「⾺越恭平」について、地域の⽅の話を聞いたり、⾒学をしたり、まとめて発表したりすることを通し、解決の⼿順や⽅法を考え、⾒通しをもって取り組み、相⼿や⽬的に応
じてまとめたり発表したりする⼒を育てる。

１ 当該学年・学期等における探究課題 《地域》
●●●●＝必ず記⼊ ○○○○＝計画に応じて該当するところを記⼊

課題設定 情報収集 整理・分析 まとめ・表現

主な活動 ⾺越恭平について知る。 地域の⽅に話を聞く。
資料を読む。⾒学に⾏く。

個⼈やグループで調べたことをプレゼ
ンテーション資料にまとめる。

調べたことをプレゼンテーション資料
にまとめ、地域の⽂化祭で発表する。

出
逢
い
の
仕
掛
け

もの
⾺越恭平資料館、三光寺、縣主神社、
⾺越橋、稲⽊川

地域の⽅の話を聞く。
資料を読む。
⾒学に⾏く。

ワークシートにまとめる。プレゼン
テーション資料にまとめる。

「きのこふれあい⽂化祭」でプレゼン
テーション資料を掲⽰し、展⽰発表を
する。

ひと
⾺越恭平、平⽊京介 地域の⽅の話を聞く。

資料を読む。
⾒学に⾏く。

ワークシートにまとめる。新聞にまと
める。

まとめたことを使って、⽇めくりカレ
ンダーを作り、お世話になった⽅に渡
す。

しごと（こと）

引
き
出
さ
れ
た
姿

いばら愛
（郷⼟愛と当事者性）

⾺越恭平の⽣涯を知る。
⾺越恭平について知り、⽊之⼦町との
関わりについて知る。

やり抜く⼒
（忍耐と向上⼼）

調べたことを個⼈でプレゼンテーショ
ン資料にまとめる。

まき込む⼒
（発信と協働）

地域の⼈に向けて発表する。

６ 他学年、他校（園）種との連携・接続・交流５ 他教科・領域、学校⾏事等との関連
社会科「地域のはってんにつくした⼈々」

☜４

☜３

☜５

☜６



７ 単元の流れ（探究過程）と活動の実際
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８ 成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）
○⾺越恭平資料館や三光寺、稲⽊川、⾺越講堂跡など⾒学を通して⾺越恭平が⽊之⼦町に多額の寄付を⾏っており、今でも⾃分達のくらしに関わりが深いことを学べた。
○多くの地域の⽅からお話を聞くことで、⾺越恭平の業績や全国的な活躍などについて多⾯的に知ることができた。
△学習の進度と⾒学先や地域の⽅の都合が合いにくく、打ち合わせが⼤変であった。
☆早めに⼦ども達と相談して⾒学場所を決定し、⾒通しをもって学習できるようにする。

☜７

☜８

２学期に、地元の偉⼈
にスポットを当て⾺越
恭平翁の業績や⽊之⼦
町との関わりについて
調べることを計画した。

公⺠館で⾺越恭平翁顕
彰会のお話を聞く。

⾺越恭平資料館を⾒学し、宮良⼈⽒の講
話・説明を聞く。

⾒学メモや資料をもと
に「⾺越恭平翁のした
素晴らしいこと」をプ
レゼンテーション資料
にまとめる。

プレゼン資料を地区の⽂化祭
で展⽰発表したり、⾺越恭平
翁への⼿紙を書いたりした。

⾺越恭平翁について学ん
だことを⽇めくりカレン
ダー形式にまとめ、顕彰
会の⽅にも贈呈した。

井原市や⽊之⼦町の魅⼒
を出し合い、デニム⽣産、
美星などの観光施設、⽥
中美術館などの⽂化施設、
⾺越恭平翁や平⽊京介な
どの地元の偉⼈について、
学習の視点をもつ。

ネット資料や⽂書資料
を基に⾺越恭平翁の偉
業や地元貢献について
調べる。




